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三
月
　
二
日
　
本
会
議

開
会
、
施
政
方
針
説
明
、

教
育
行
政
方
針
説
明
、

市
長
提
出
議
案
の
上
程
、

説
明
、
質
疑
及
び
委
員

会
付
託

教
育
民
生
常
任
委
員
長

報
告
、
質
疑
、
採
決
、

請
願
の
委
員
会
付
託

三
月
　
七
日
　
本
会
議

議
長
の
選
挙

市
長
提
出
議
案
の
上
程
、

説
明
、
質
疑
及
び
委
員

会
付
託

代
表
質
問

　
　
　
九
日
　
本
会
議

一
般
質
問

　
　
　
十
日
　
本
会
議

一
般
質
問

　
　
十
三
日
　
本
会
議

一
般
質
問

　
　
十
四
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
十
五
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
十
七
日
　
総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
二
十
日
　
産
業
経
済
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
二
十
一
日
　
本
会
議

予
算
特
別
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
採
決

各
常
任
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
採
決�

市
長
提
出
議
案
の
上
程
、

質
疑
、
採
決

議
員
提
出
の
意
見
書
の

上
程
、
質
疑
、
採
決

閉
会

上
野
市
環
境
セ
ン
タ
ー
と
ビ
オ
ト
ー
プ
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三
月
定
例
会

会
議
日
程

三
月
定
例
会

会
議
日
程

議　　長　安本美栄子

このたびの役員改選により議長のお役を頂戴いたしました。折りしも全国的に「議会の改革」が叫
ばれる中、一層身を引き締めその任務にあたってまいります。「伊賀市自治基本条例」が示す議会の
役割と責務を捉え、目指すべき議会の姿として、行政との関係はどうあるべきか。市民に開かれた議
会とは・・・。を考え、行動をしなければなりません。従来のチェック機能をさらに強化し、議員間
議論を活発にし、市民の皆様との対話を持ちながら、お互いの情報を共有し、その思いや願いを政策
提言に繋げ、二元代表の一躍を担っていきたいと思います。そのため34名の議員が叡智を出しながら、
議会の機能を果たしていきたいと存じます。

副 議 長　坂井　　悟

市町村合併という歴史的大変革からはや１年半、伊賀市が一体化に向けて着実にその歩を進めてい
ます。伊賀市がめざす“地域が輝き、ひとが輝く”とは市民参画のもと、それぞれの地域が特性を生
かしながら調和のとれたまちづくりを実現していくことであると考えます。
地方財政たいへん厳しい中、課題は山積しておりますが市民の声を市政に反映すべく、全力をあげ
て取り組んでまいりたいと考えております。このたびの就任にあたり、初心にかえって、議会機能の
健全な運営を図るため、微力ながらその職責を全うしてまいる所存であります。
どうかご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

監査委員　北出　忠良

平成18年4月の臨時議会において議会選出の監査委員に就任させていただきました。本市にお        
ける予算執行が適切であるかどうかチェックする重要な役職である事を肝に銘じ職務を全うする覚悟
でございます。
今後共、ご指導・ご鞭撻いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

 
　市民の皆様には、日頃より市議会だよりをご覧いただき誠にありがとうございます。このたび広報委員会では、市民
の皆様に広くご意見をお伺いし、より親しまれる内容にするためアンケート調査を実施いたします。
　ご多忙のところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただきご協力を賜りますようお願いいたします。
　なお、回答につきましては、下記のいずれかの方法でご回答いただきますようお願い申し上げます。
　　　　　　郵 送 先　 〒518-8501　 伊賀市上野丸之内116　市議会広報委員会宛
　　　　　　ファックス　0595-24-7901　　メールアドレス　E-mail:gikai@city.iga.lg.jp

問１　あなたの性別は　① 男性　　② 女性�

問２　あなたの年齢は　① 20歳以下　② 21～40歳　③ 41～60歳　④ 61歳以上�

問３　どちらにお住まいですか　①上野地区管内　②伊賀地区管内　③島ヶ原地区管内�

　　　　　　　　　　　　　　　④阿山地区管内　⑤大山田地区管内　⑥青山地区管内�

問４　議会だよりについておたずねいたします�

　　　　①毎回読んでいる　②年１～２回読んでいる　③見たことはあるが読んだことはない�

問５　表紙や読みやすさについておたずねいたします�

　　　　①このままでいい　②変えたほうがいい（具体的に　　　　　　　　　　）�

問６　議会だよりでどのようなことをお知りになりたいですか�

　　　　①議会言葉の解説　②議会に対する市民の声　③常任委員会の視察報告　④議会で取り組んでいること

　　　　⑤その他（具体的に　　　　　　　　　　）�

問７　その他議会だよりに対するご意見、ご要望をお聞かせください。

〔　　　　　　　　　　　〕

市議会だよりに関するアンケートのお願い！市議会だよりに関するアンケートのお願い！
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伊賀市議会では、３月定例会のみにおいて、施政
方針及び予算方針について、代表質問ができるこ
とになりました。この代表質問制度は初めての試
みで、３名以上で構成する会派の代表の方が質問
できるものです。�
　今回、７会派（３名以上の会派）のうち、４会
派の代表の方が質問されました。

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
イ
ン
フ
ラ
の
推
進
に
つ
い
て

清
政
ク
ラ
ブ

葛
原
香
積
議
員�

Ｑ
　
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
イ
ン
フ
ラ
の
推
進
は
、
市
民
に
と
っ
て

一
番
大
切
な
問
題
で
あ
る
。
ま
た
伊
賀
市
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要

な
施
策
で
あ
る
。
そ
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。�

Ａ
　
土
地
利
用
と
い
う
の
が
、
そ
の
地
域
の
活
性
化
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
き
ま
す
。
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
て
、
長
期
に

わ
た
っ
て
の
理
想
的
な
土
地
利
用
計
画
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
基

本
と
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
東
西
の
道
路
網
に
つ
き
ま
し
て
は
、

あ
る
程
度
い
い
の
で
す
が
南
北
の
弱
い
部
分
が
今
後
の
課
題
と
な
る

た
め
、
こ
こ
を
中
心
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
更

に
、
鉄
軌
道
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
関
西
線
の
電
化
問
題
が
あ
り
三
重

県
は
一
番
電
化
率
が
低
い
た
め
、
県
が
中
心
に
な
っ
て
取
り
組
む
よ

う
市
長
会
と
し
て
申
し
入
れ
、
次
に
町
村
会
に
も
呼
び
か
け
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

伊
賀
市
一
本
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

爽
風
ク
ラ
ブ

松
村
頼
清
議
員

�

Ｑ
　
合
併
後
の
伊
賀
市
都
市
計
画
区
域
の
一
元
化
を
図
る
た
め
に
都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
業
務
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
伊
賀

市
の
将
来
の
土
地
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
な
ど
を
立
ち
上
げ
、

計
画
書
を
取
り
ま
と
め
、
最
終
的
に
は
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
を
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、

上
野
地
域
で
の
線
引
き
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
な
の
か
お
答
え
願

い
た
い
。�

Ａ
　
旧
上
野
市
以
外
の
町
村
に
つ
き
ま
し
て
は
都
市
計
画
を
一
部
引
い

て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
線
引
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自

由
に
開
発
が
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

が
い
ろ
ん
な
分
野
で
露
見
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
線
引
き
に
つ
い
て

は
、
十
八
年
度
で
検
証
し
、
将
来
は
ず
す
か
、
全
市
的
に
拡
大
か
、

検
討
を
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
り
ま
す
。

二
元
代
表
制
度
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
問
う

公
明
党本

村
幸
四
郎
議
員

Ｑ
　
市
町
村
合
併
が
進
み
地
方
の
権
限
が
強
化
さ
れ
て
、
地
方
の
自
己

責
任
が
重
く
な
り
議
会
の
責
任
と
活
動
も
大
き
く
変
わ
る
時
期
に
来

て
い
る
。
私
達
議
会
も
、
二
元
代
表
制
の
原
則
に
応
え
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
今
の
議
会
は
二
元
代
表
制
の
役
割
が
機
能
し
て
い
る
と
思

う
か
。

Ａ
　
市
民
の
皆
様
方
よ
り
公
選
で
市
長
と
議
員
は
選
ば
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
の
違
い
は
、
市
長
は
一
人
、
議
員
は
複
数
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
議
会
は
立
法
府
で
色
々
な
条
例
等
を
作
る
権
限
が
あ
り
、
市
民

の
皆
様
は
そ
の
権
限
の
行
使
を
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
失
礼
な
が

ら
、
今
の
と
こ
ろ
伊
賀
市
議
会
は
そ
こ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
来
る
と
、
政
務
調
査
費
な
ん
か
は
五
万

円
で
は
安
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
三
法
改
正
に
伴
う

　
　
　
　
　
中
心
市
街
地
の
今
後
の
取
り
組
み
は

新
政
い
が

森
野
廣
榮
議
員

Ｑ
　
今
回
の
改
正
は
国
に
よ
る
基
本
計
画
認
定
制
度
の
導
入
で
地
域
に

お
け
る
社
会
的
、
経
済
的
及
び
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
り
、
魅
力
あ

る
市
街
地
形
成
を
図
る
た
め
に
、
集
中
的
、
効
果
的
に
支
援
を
行
う

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
内
閣
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
の
体
制
づ
く
り
や
基
本
計
画
策
定
を
早
急
に
つ
く

る
必
要
が
あ
る
が
い
つ
頃
か
。
市
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
こ
の

ま
ち
づ
く
り
三
法
を
伊
賀
市
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
活
性
化
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。�

Ａ
　
中
心
市
街
地
問
題
を
抱
え
て
い
る
市
と
し
て
は
時
宜
を
得
た
法
律

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
十
八
年
度
中
に
多
様
な
民
間
の
方
々

を
中
心
と
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
国
の
補

助
金
や
支
援
を
受
け
る
た
め
の
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

平成18年4月14日、第２回伊賀市議会（臨時会）が開催され、議会役員の改選に伴い、正・副議長選挙、
議会選出の監査委員の選任同意ほか、各常任委員・議会運営委員等の選任等が行われました。�
新役員選出の結果、議長に安本美栄子氏、副議長に坂井悟氏が当選されました。また、議会選出の監査委員

として、北出忠良氏の選任に同意しました。
さらに、６つの特別委員会が設置され、それぞれ委員の選任が行われました。

平成18年
第２回臨時会
平成18年
第２回臨時会

各常任委員、議会運営委員、一部事務組合議員
及び各特別委員は、次のとおり決まりました。

◎土井　裕子、○森本　　　、木津　直樹、
　勝矢　節義、　恒岡　弘二、英　　成樹、
　安本美栄子、　小丸　勍司、葛原　香積

総務　常任委員会　9人

◎今井　由輝、○空森　栄幸、松村　頼清、
　森　　正敏、　岩田　佐俊、奥　　邦雄、
　山岡　耕道、　前川　款昭

【伊賀市・名張市広域行政事務組合】8人
　今井　由輝、坂井　　悟、中本　徳子、
　土井　裕子、馬場登代光、森岡　昭二、
　安本美栄子、葛原　香積

産業経済常任委員会　8人

議会運営委員会　5人

◎森岡　昭二、○田山　宏弥、本城　善昭、
　北出　忠良、　渡久山カナエ、前田　孝也、
　大西　保定、　中本　徳子、桃井　隆子

教育民生常任委員会　9人

◎馬場登代光、○今井　博昭、坂井　　悟、
　中岡　久徳、　宮崎　由隆、森永　勝二、
　森野　廣榮、　本村幸四郎

【伊賀南部消防組合】4人
松村　頼清、森　　正敏、森本　　勉、前川　款昭

◎森野　廣榮、○森永　勝二、田山　宏弥、本城　善昭、�
　渡久山カナエ、　奥　　邦雄、中本　徳子、桃井　隆子、森岡昭二

【伊賀南部環境衛生事務組合】4人
勝矢　節義、中岡　久徳、宮崎　由隆、山岡　耕道

建設水道常任委員会　8人

◎葛原　香積、○奥　　邦雄、森　　正敏、馬場登代光、宮崎　由隆

組 合 議 会 議 員

特 別 委 員 会

広 報 委 員 会　9人

少子高齢化対策　16人
◎森野　廣榮、○本城　善昭、田山　宏弥、北出　忠良、渡久山カナエ、前田　孝也、松村　頼清、森本　　勉、
　今井　由輝、　坂井　　悟、中本　徳子、桃井　隆子、恒岡　弘二、宮崎　由隆、森岡　昭二、安本美栄子
交通対策　19人
◎恒岡　弘二、○森永　勝二、本城　善昭、木津　直樹、渡久山カナエ、前田　孝也、松村　頼清、森　　正敏、
　森本　　勉、　今井　博昭、今井　由輝、岩田　佐俊、奥　　邦雄、勝矢　節義、土井　裕子、馬場登代光、
　森野　廣榮、　前川　款昭、本村幸四郎
農林業活性化　15人
◎中本　徳子、○桃井　隆子、本城　善昭、北出　忠良、空森　栄幸、森本　　勉、今井　博昭、今井　由輝、
　奥　　邦雄、�恒岡　弘二、土井　裕子、森岡　昭二、森永　勝二、山岡　耕道、葛原　香積
中心市街地活性化対策　14人
◎英　　成樹、○宮崎　由隆、田山　宏弥、木津　直樹、空森　栄幸、岩田　佐俊、坂井　　悟、馬場登代光、
　森永　勝二、　安本美栄子、小丸　勍司、森野　廣榮、本村幸四郎、葛原　香積
川上ダム・下水道対策　11人
◎小丸　勍司、○森　　正敏、今井　博昭、大西　保定、奥　　邦雄、中本　徳子、土井　裕子、中岡　久徳、
　宮崎　由隆、　山岡　耕道、本村幸四郎
人権同和・環境対策　12人
◎中岡　久徳、○勝矢　節義、前田　孝也、大西　保定、坂井　　悟、桃井　隆子、馬場登代光、森岡　昭二、
　山岡　耕道、　小丸　勍司、前川　款昭、葛原　香積

議 会 構 成 ◎は委員長、○は副委員長
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市
政
に

対
す
る

一
般
質
問
は
三
月
九
日
、
十

日
、
十
三
日
の
三
日
間
行
わ

れ
、
二
十
三
人
の
議
員
か
ら
、

市
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

各常任委員会では、第1回定例会において付託された
議案43件、請願2件について審査を行いました。
主なものは、次のとおりです。

議
案
第
三
十
五
号�

　
『
伊
賀
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
』�

議
案
第
三
十
六
号�

　
『
伊
賀
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
』

　
本
二
議
案
は
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。�

　
議
案
第
三
十
五
号
は
、
同
法
で
市
町
村
に
「
市
町
村
国
民
保
護
協
議
会
」
を
置
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
。
議
案
三
十
六
号
で

は
、
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
で
す
。

▽
委
員
か
ら
は
、
今
回
策
定
さ
れ
る
国
民
保
護
計
画
と
市
町
村
の
防
災
計
画
と
の
違
い
は

何
か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。�

▽
当
局
か
ら
は
、
防
災
計
画
で
は
自
然
災
害
な
ど
が
対
象
と
な
り
、
防
災
会
議
は
実
施
機

関
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
民
保
護
計
画
に
お
い
て
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
る
も
の
は
武
力

攻
撃
事
態
で
あ
り
、
国
民
保
護
協
議
会
は
諮
問
機
関
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
五
十
号�

　
『
入
交
家
住
宅
の
設
置
及
び

　
　
　
　
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
』

議
案
第
二
百
五
十
七
号�

　
『
伊
賀
市
工
場
誘
致
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
』

付
託
　
議
案
十
七
件

　
　
　
請
願
　
一
件

付
託
　
議
案
四
件

　
　
　
請
願
一
件

付
託
　
議
案
十
二
件

付
託
　
議
案
十
件

本
案
は
、
市
内
に
工
場
を
新
設
又
は
増
設
す
る
者
に

対
し
、
現
状
の
奨
励
金
等
の
措
置
に
加
え
て
、
よ
り

一
層
の
雇
用
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
新
規
雇
用
人
員

に
対
し
、
雇
用
者
総
数
に
十
二
万
円
を
乗
じ
て
得
た

額
を
一
年
間
交
付
す
る
雇
用
促
進
奨
励
金
の
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

▽
委
員
か
ら
は
、
四
月
一
日
か
ら
の
施
行
と
な
っ
て

い
る
が
誘
致
時
期
等
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。�

▽
当
局
か
ら
は
、
新
た
に
四
月
一
日
以
降
に
企
業
立
地
を
し
、
指
定
工
場
の
指
定

を
受
け
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
対
象
雇
用
者
数
は
六
名
以
上
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

不採択とされたもの
　請願第10号　　ゆめが丘新都市の地区計画

に関することについて

継続審査となったもの
　請願第11号　　美術館建設を求めることに

ついて

意見書を提出
　伊賀市議会では、3月23日、地方自治法
第99条の規定により、次の意見書を内閣総
理大臣、衆参両院議長、及び関係大臣に提
出しました。

意見書�
『道路整備の財源確
保を求める意見書』

三
重
県
指
定
有
形
文
化
財
の
入
交
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
を

平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
に
か
け
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
完
成
後
は
展
示
物
等
の
準
備
を
行
い
、
貴
重
な
文
化
遺
産

を
活
用
し
て
生
涯
学
習
に
役
立
て
る
た
め
本
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
施
設
の
開
館
は
平
成
十
八
年
八
月

一
日
か
ら
で
す
。�

▽
委
員
か
ら
は
、
生
涯
学
習
や
市
民
活
動
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
夜
間
の
活
用
に

つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
当
局
か
ら
は
、
今
の
と
こ
ろ
夜
間
使
用
は
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
要
望
が
あ
れ
ば

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▲入交家住宅

▲消防団入退団式
▲ゆめぽりす伊賀クリエイトランド
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▲上野市駅前

▲上野市駅前
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▲上野市駅前



83
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市
政
に

対
す
る

一
般
質
問
は
三
月
九
日
、
十

日
、
十
三
日
の
三
日
間
行
わ

れ
、
二
十
三
人
の
議
員
か
ら
、

市
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

各常任委員会では、第1回定例会において付託された
議案43件、請願2件について審査を行いました。
主なものは、次のとおりです。

議
案
第
三
十
五
号�

　
『
伊
賀
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
』�

議
案
第
三
十
六
号�

　
『
伊
賀
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
』

　
本
二
議
案
は
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。�

　
議
案
第
三
十
五
号
は
、
同
法
で
市
町
村
に
「
市
町
村
国
民
保
護
協
議
会
」
を
置
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
。
議
案
三
十
六
号
で

は
、
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
で
す
。

▽
委
員
か
ら
は
、
今
回
策
定
さ
れ
る
国
民
保
護
計
画
と
市
町
村
の
防
災
計
画
と
の
違
い
は

何
か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。�

▽
当
局
か
ら
は
、
防
災
計
画
で
は
自
然
災
害
な
ど
が
対
象
と
な
り
、
防
災
会
議
は
実
施
機

関
で
あ
る
の
に
対
し
、
国
民
保
護
計
画
に
お
い
て
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
る
も
の
は
武
力

攻
撃
事
態
で
あ
り
、
国
民
保
護
協
議
会
は
諮
問
機
関
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
五
十
号�

　
『
入
交
家
住
宅
の
設
置
及
び

　
　
　
　
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
』

議
案
第
二
百
五
十
七
号�

　
『
伊
賀
市
工
場
誘
致
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
』

付
託
　
議
案
十
七
件

　
　
　
請
願
　
一
件

付
託
　
議
案
四
件

　
　
　
請
願
一
件

付
託
　
議
案
十
二
件

付
託
　
議
案
十
件

本
案
は
、
市
内
に
工
場
を
新
設
又
は
増
設
す
る
者
に

対
し
、
現
状
の
奨
励
金
等
の
措
置
に
加
え
て
、
よ
り

一
層
の
雇
用
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
新
規
雇
用
人
員

に
対
し
、
雇
用
者
総
数
に
十
二
万
円
を
乗
じ
て
得
た

額
を
一
年
間
交
付
す
る
雇
用
促
進
奨
励
金
の
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

▽
委
員
か
ら
は
、
四
月
一
日
か
ら
の
施
行
と
な
っ
て

い
る
が
誘
致
時
期
等
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。�

▽
当
局
か
ら
は
、
新
た
に
四
月
一
日
以
降
に
企
業
立
地
を
し
、
指
定
工
場
の
指
定

を
受
け
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
対
象
雇
用
者
数
は
六
名
以
上
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

不採択とされたもの
　請願第10号　　ゆめが丘新都市の地区計画

に関することについて

継続審査となったもの
　請願第11号　　美術館建設を求めることに

ついて

意見書を提出
　伊賀市議会では、3月23日、地方自治法
第99条の規定により、次の意見書を内閣総
理大臣、衆参両院議長、及び関係大臣に提
出しました。

意見書�
『道路整備の財源確
保を求める意見書』

三
重
県
指
定
有
形
文
化
財
の
入
交
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
を

平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
に
か
け
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
完
成
後
は
展
示
物
等
の
準
備
を
行
い
、
貴
重
な
文
化
遺
産

を
活
用
し
て
生
涯
学
習
に
役
立
て
る
た
め
本
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
施
設
の
開
館
は
平
成
十
八
年
八
月

一
日
か
ら
で
す
。�

▽
委
員
か
ら
は
、
生
涯
学
習
や
市
民
活
動
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
夜
間
の
活
用
に

つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
当
局
か
ら
は
、
今
の
と
こ
ろ
夜
間
使
用
は
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
要
望
が
あ
れ
ば

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▲入交家住宅

▲消防団入退団式
▲ゆめぽりす伊賀クリエイトランド
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伊賀市議会だより 2006.6.1伊賀市議会だより 2006.6.1

伊賀市議会では、３月定例会のみにおいて、施政
方針及び予算方針について、代表質問ができるこ
とになりました。この代表質問制度は初めての試
みで、３名以上で構成する会派の代表の方が質問
できるものです。�
　今回、７会派（３名以上の会派）のうち、４会
派の代表の方が質問されました。

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
イ
ン
フ
ラ
の
推
進
に
つ
い
て

清
政
ク
ラ
ブ

葛
原
香
積
議
員�

Ｑ
　
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
イ
ン
フ
ラ
の
推
進
は
、
市
民
に
と
っ
て

一
番
大
切
な
問
題
で
あ
る
。
ま
た
伊
賀
市
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要

な
施
策
で
あ
る
。
そ
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。�

Ａ
　
土
地
利
用
と
い
う
の
が
、
そ
の
地
域
の
活
性
化
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
き
ま
す
。
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
て
、
長
期
に

わ
た
っ
て
の
理
想
的
な
土
地
利
用
計
画
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
基

本
と
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
東
西
の
道
路
網
に
つ
き
ま
し
て
は
、

あ
る
程
度
い
い
の
で
す
が
南
北
の
弱
い
部
分
が
今
後
の
課
題
と
な
る

た
め
、
こ
こ
を
中
心
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
更

に
、
鉄
軌
道
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
関
西
線
の
電
化
問
題
が
あ
り
三
重

県
は
一
番
電
化
率
が
低
い
た
め
、
県
が
中
心
に
な
っ
て
取
り
組
む
よ

う
市
長
会
と
し
て
申
し
入
れ
、
次
に
町
村
会
に
も
呼
び
か
け
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

伊
賀
市
一
本
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

爽
風
ク
ラ
ブ

松
村
頼
清
議
員

�

Ｑ
　
合
併
後
の
伊
賀
市
都
市
計
画
区
域
の
一
元
化
を
図
る
た
め
に
都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
業
務
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
伊
賀

市
の
将
来
の
土
地
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
な
ど
を
立
ち
上
げ
、

計
画
書
を
取
り
ま
と
め
、
最
終
的
に
は
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
を
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、

上
野
地
域
で
の
線
引
き
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
な
の
か
お
答
え
願

い
た
い
。�

Ａ
　
旧
上
野
市
以
外
の
町
村
に
つ
き
ま
し
て
は
都
市
計
画
を
一
部
引
い

て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
線
引
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自

由
に
開
発
が
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

が
い
ろ
ん
な
分
野
で
露
見
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
線
引
き
に
つ
い
て

は
、
十
八
年
度
で
検
証
し
、
将
来
は
ず
す
か
、
全
市
的
に
拡
大
か
、

検
討
を
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
り
ま
す
。

二
元
代
表
制
度
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
問
う

公
明
党本

村
幸
四
郎
議
員

Ｑ
　
市
町
村
合
併
が
進
み
地
方
の
権
限
が
強
化
さ
れ
て
、
地
方
の
自
己

責
任
が
重
く
な
り
議
会
の
責
任
と
活
動
も
大
き
く
変
わ
る
時
期
に
来

て
い
る
。
私
達
議
会
も
、
二
元
代
表
制
の
原
則
に
応
え
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
今
の
議
会
は
二
元
代
表
制
の
役
割
が
機
能
し
て
い
る
と
思

う
か
。

Ａ
　
市
民
の
皆
様
方
よ
り
公
選
で
市
長
と
議
員
は
選
ば
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
の
違
い
は
、
市
長
は
一
人
、
議
員
は
複
数
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
議
会
は
立
法
府
で
色
々
な
条
例
等
を
作
る
権
限
が
あ
り
、
市
民

の
皆
様
は
そ
の
権
限
の
行
使
を
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
失
礼
な
が

ら
、
今
の
と
こ
ろ
伊
賀
市
議
会
は
そ
こ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
来
る
と
、
政
務
調
査
費
な
ん
か
は
五
万

円
で
は
安
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
三
法
改
正
に
伴
う

　
　
　
　
　
中
心
市
街
地
の
今
後
の
取
り
組
み
は

新
政
い
が

森
野
廣
榮
議
員

Ｑ
　
今
回
の
改
正
は
国
に
よ
る
基
本
計
画
認
定
制
度
の
導
入
で
地
域
に

お
け
る
社
会
的
、
経
済
的
及
び
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
り
、
魅
力
あ

る
市
街
地
形
成
を
図
る
た
め
に
、
集
中
的
、
効
果
的
に
支
援
を
行
う

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
内
閣
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
の
体
制
づ
く
り
や
基
本
計
画
策
定
を
早
急
に
つ
く

る
必
要
が
あ
る
が
い
つ
頃
か
。
市
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
こ
の

ま
ち
づ
く
り
三
法
を
伊
賀
市
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
活
性
化
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。�

Ａ
　
中
心
市
街
地
問
題
を
抱
え
て
い
る
市
と
し
て
は
時
宜
を
得
た
法
律

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
十
八
年
度
中
に
多
様
な
民
間
の
方
々

を
中
心
と
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
国
の
補

助
金
や
支
援
を
受
け
る
た
め
の
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

平成18年4月14日、第２回伊賀市議会（臨時会）が開催され、議会役員の改選に伴い、正・副議長選挙、
議会選出の監査委員の選任同意ほか、各常任委員・議会運営委員等の選任等が行われました。�
新役員選出の結果、議長に安本美栄子氏、副議長に坂井悟氏が当選されました。また、議会選出の監査委員
として、北出忠良氏の選任に同意しました。
さらに、６つの特別委員会が設置され、それぞれ委員の選任が行われました。

平成18年
第２回臨時会
平成18年
第２回臨時会

各常任委員、議会運営委員、一部事務組合議員
及び各特別委員は、次のとおり決まりました。

◎土井　裕子、○森本　　　、木津　直樹、
　勝矢　節義、　恒岡　弘二、英　　成樹、
　安本美栄子、　小丸　勍司、葛原　香積

総務　常任委員会　9人

◎今井　由輝、○空森　栄幸、松村　頼清、
　森　　正敏、　岩田　佐俊、奥　　邦雄、
　山岡　耕道、　前川　款昭

【伊賀市・名張市広域行政事務組合】8人
　今井　由輝、坂井　　悟、中本　徳子、
　土井　裕子、馬場登代光、森岡　昭二、
　安本美栄子、葛原　香積

産業経済常任委員会　8人

議会運営委員会　5人

◎森岡　昭二、○田山　宏弥、本城　善昭、
　北出　忠良、　渡久山カナエ、前田　孝也、
　大西　保定、　中本　徳子、桃井　隆子

教育民生常任委員会　9人

◎馬場登代光、○今井　博昭、坂井　　悟、
　中岡　久徳、　宮崎　由隆、森永　勝二、
　森野　廣榮、　本村幸四郎

【伊賀南部消防組合】4人
松村　頼清、森　　正敏、森本　　勉、前川　款昭

◎森野　廣榮、○森永　勝二、田山　宏弥、本城　善昭、�
　渡久山カナエ、　奥　　邦雄、中本　徳子、桃井　隆子、森岡昭二

【伊賀南部環境衛生事務組合】4人
勝矢　節義、中岡　久徳、宮崎　由隆、山岡　耕道

建設水道常任委員会　8人

◎葛原　香積、○奥　　邦雄、森　　正敏、馬場登代光、宮崎　由隆

組 合 議 会 議 員

特 別 委 員 会

広 報 委 員 会　9人

少子高齢化対策　16人
◎森野　廣榮、○本城　善昭、田山　宏弥、北出　忠良、渡久山カナエ、前田　孝也、松村　頼清、森本　　勉、
　今井　由輝、　坂井　　悟、中本　徳子、桃井　隆子、恒岡　弘二、宮崎　由隆、森岡　昭二、安本美栄子
交通対策　19人
◎恒岡　弘二、○森永　勝二、本城　善昭、木津　直樹、渡久山カナエ、前田　孝也、松村　頼清、森　　正敏、
　森本　　勉、　今井　博昭、今井　由輝、岩田　佐俊、奥　　邦雄、勝矢　節義、土井　裕子、馬場登代光、
　森野　廣榮、　前川　款昭、本村幸四郎
農林業活性化　15人
◎中本　徳子、○桃井　隆子、本城　善昭、北出　忠良、空森　栄幸、森本　　勉、今井　博昭、今井　由輝、
　奥　　邦雄、�恒岡　弘二、土井　裕子、森岡　昭二、森永　勝二、山岡　耕道、葛原　香積
中心市街地活性化対策　14人
◎英　　成樹、○宮崎　由隆、田山　宏弥、木津　直樹、空森　栄幸、岩田　佐俊、坂井　　悟、馬場登代光、
　森永　勝二、　安本美栄子、小丸　勍司、森野　廣榮、本村幸四郎、葛原　香積
川上ダム・下水道対策　11人
◎小丸　勍司、○森　　正敏、今井　博昭、大西　保定、奥　　邦雄、中本　徳子、土井　裕子、中岡　久徳、
　宮崎　由隆、　山岡　耕道、本村幸四郎
人権同和・環境対策　12人
◎中岡　久徳、○勝矢　節義、前田　孝也、大西　保定、坂井　　悟、桃井　隆子、馬場登代光、森岡　昭二、
　山岡　耕道、　小丸　勍司、前川　款昭、葛原　香積

議 会 構 成 ◎は委員長、○は副委員長
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三
月
　
二
日
　
本
会
議

開
会
、
施
政
方
針
説
明
、

教
育
行
政
方
針
説
明
、

市
長
提
出
議
案
の
上
程
、

説
明
、
質
疑
及
び
委
員

会
付
託

教
育
民
生
常
任
委
員
長

報
告
、
質
疑
、
採
決
、

請
願
の
委
員
会
付
託

三
月
　
七
日
　
本
会
議

議
長
の
選
挙

市
長
提
出
議
案
の
上
程
、

説
明
、
質
疑
及
び
委
員

会
付
託

代
表
質
問

　
　
　
九
日
　
本
会
議

一
般
質
問

　
　
　
十
日
　
本
会
議

一
般
質
問

　
　
十
三
日
　
本
会
議

一
般
質
問

　
　
十
四
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
十
五
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
十
七
日
　
総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
二
十
日
　
産
業
経
済
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
二
十
一
日
　
本
会
議

予
算
特
別
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
採
決

各
常
任
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
採
決�

市
長
提
出
議
案
の
上
程
、

質
疑
、
採
決

議
員
提
出
の
意
見
書
の

上
程
、
質
疑
、
採
決

閉
会

上
野
市
環
境
セ
ン
タ
ー
と
ビ
オ
ト
ー
プ

№ 5
平成18年6月1日
№ 5
平成18年6月1日

三
月
定
例
会

会
議
日
程

三
月
定
例
会

会
議
日
程

議　　長　安本美栄子

このたびの役員改選により議長のお役を頂戴いたしました。折りしも全国的に「議会の改革」が叫
ばれる中、一層身を引き締めその任務にあたってまいります。「伊賀市自治基本条例」が示す議会の
役割と責務を捉え、目指すべき議会の姿として、行政との関係はどうあるべきか。市民に開かれた議
会とは・・・。を考え、行動をしなければなりません。従来のチェック機能をさらに強化し、議員間
議論を活発にし、市民の皆様との対話を持ちながら、お互いの情報を共有し、その思いや願いを政策
提言に繋げ、二元代表の一躍を担っていきたいと思います。そのため34名の議員が叡智を出しながら、
議会の機能を果たしていきたいと存じます。

副 議 長　坂井　　悟

市町村合併という歴史的大変革からはや１年半、伊賀市が一体化に向けて着実にその歩を進めてい
ます。伊賀市がめざす“地域が輝き、ひとが輝く”とは市民参画のもと、それぞれの地域が特性を生
かしながら調和のとれたまちづくりを実現していくことであると考えます。
地方財政たいへん厳しい中、課題は山積しておりますが市民の声を市政に反映すべく、全力をあげ
て取り組んでまいりたいと考えております。このたびの就任にあたり、初心にかえって、議会機能の
健全な運営を図るため、微力ながらその職責を全うしてまいる所存であります。
どうかご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

監査委員　北出　忠良

平成18年4月の臨時議会において議会選出の監査委員に就任させていただきました。本市にお        
ける予算執行が適切であるかどうかチェックする重要な役職である事を肝に銘じ職務を全うする覚悟
でございます。
今後共、ご指導・ご鞭撻いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

 
　市民の皆様には、日頃より市議会だよりをご覧いただき誠にありがとうございます。このたび広報委員会では、市民
の皆様に広くご意見をお伺いし、より親しまれる内容にするためアンケート調査を実施いたします。
　ご多忙のところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただきご協力を賜りますようお願いいたします。
　なお、回答につきましては、下記のいずれかの方法でご回答いただきますようお願い申し上げます。
　　　　　　郵 送 先　 〒518-8501　 伊賀市上野丸之内116　市議会広報委員会宛
　　　　　　ファックス　0595-24-7901　　メールアドレス　E-mail:gikai@city.iga.lg.jp

問１　あなたの性別は　① 男性　　② 女性�

問２　あなたの年齢は　① 20歳以下　② 21～40歳　③ 41～60歳　④ 61歳以上�

問３　どちらにお住まいですか　①上野地区管内　②伊賀地区管内　③島ヶ原地区管内�

　　　　　　　　　　　　　　　④阿山地区管内　⑤大山田地区管内　⑥青山地区管内�

問４　議会だよりについておたずねいたします�

　　　　①毎回読んでいる　②年１～２回読んでいる　③見たことはあるが読んだことはない�

問５　表紙や読みやすさについておたずねいたします�

　　　　①このままでいい　②変えたほうがいい（具体的に　　　　　　　　　　）�

問６　議会だよりでどのようなことをお知りになりたいですか�

　　　　①議会言葉の解説　②議会に対する市民の声　③常任委員会の視察報告　④議会で取り組んでいること

　　　　⑤その他（具体的に　　　　　　　　　　）�

問７　その他議会だよりに対するご意見、ご要望をお聞かせください。

〔　　　　　　　　　　　〕

市議会だよりに関するアンケートのお願い！市議会だよりに関するアンケートのお願い！


